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平
成
19
年
度
緊
急
消
防
援
助
隊
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
が
、
前
橋
市
粕
川
町
（
サ
ン
デ
ン
株

式
会
社
敷
地
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
か
ら
は
、
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ

車
１
台
と
後
方
支
援
車
（
資
機
材
運
搬
車
）
１
台
、
隊
員
７
名
が
参
加
い
た
し
ま
す
。

日
頃
、
目
に
す
る
機
会
が
少
な
い
様
々
な
特
殊
車
両
や
救
助
・
消
火
等
の
資
機
材
が
訓
練
に
使

用
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
、
お
出
か
け
に
な
っ
て
見
学
を
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
日
　
　
時

平
成
19
年
10
月
21
日
（
日
）
８
時
30
分
〜
12
時
ま
で

■
場
　
　
所

前
橋
市
粕
川
町
中
之
沢
７
番
地
　
サ
ン
デ
ン
株
式
会
社
敷
地
内

■
参
加
隊

１
都
９
県
消
防
機
関
　
約
２
０
０
隊

■
参
加
車
両

約
２
０
０
台
　
　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
　
約
10
機

■
訓
練
項
目

①
災
害
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練
　
②
緊
急
消
防
援
助
隊
調
整
本
部
運
営
訓
練
　
③

集
団
救
急
対
応
訓
練
　
④
多
重
衝
突
事
故
救
出
訓
練
　
⑤
土
砂
災
害
救
出
訓
練
　
⑥
医
療
チ
ー

ム
・
医
療
物
資
・
活
動
隊
員
等
搬
送
訓
練
　
⑦
座
屈
倒
壊
建
物
救
出
訓
練
　
⑧
重
度
疾
病
者
搬
送

訓
練
　
⑨
噴
火
災
害
対
応
訓
練
　
⑩
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
対
応
訓
練
　
⑪
中
高
層
建
物
救
出
訓
練
　
⑫
中

高
層
建
物
火
災
対
応
訓
練
　
⑬
遠
距
離
送
水
延
焼
阻
止
訓
練
　
⑭
林
野
火
災
空
中
消
火
訓
練
　

平
成
19
年
６
月
28
日
（
木
）
に
群
馬
県

消
防
学
校
で
第
31
回
群
馬
県
消
防
救
助
技

術
指
導
会
が
開
催
さ
れ
、
利
根
沼
田
消
防

本
部
か
ら
も
選
抜
さ
れ
た
隊
員
が
出
場

し
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

■
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
【
第
３
位
】

井
上
剛
旭
副
士
長

■
引
揚
救
助
【
第
２
位
】

原
沢
義
則
副
士
長
、
佐
藤
雄
一
郎
副
士

長
、
角
田
純
副
士
長
、
林
克
彦
副
士
長
、

原
澤
俊
通
司
令
補

■
障
害
突
破
【
第
２
位
】

高
山
直
樹
副
士
長
、
笹
原
利
幸
副
士
長
、

石
田
敬
史
副
士
長
、
松
井
智
彦
消
防
士
、

小
林
岳
消
防
士

今
年
度
の
第
36
回
消
防
救
助
技
術
関
東

地
区
指
導
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
16

日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
影

響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

群
馬
県
消
防
救
助
技
術
指
導
会

結
　
　
　
果
　
　
　
報
　
　
告

【平成18年度に開催された合同訓練の様子】

●
緊
急
消
防
援
助
隊
と
は
？

緊
急
消
防
援
助
隊
と
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
大
規
模
災
害
等
で
被
災
し
た
都
道
府
県

内
の
消
防
力
で
は
対
応
が
困
難
な
場
合
に
、
人
命
救
助

活
動
等
を
効
果
的
か
つ
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

全
国
の
消
防
機
関
相
互
に
よ
る
援
助
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、
平
成
７
年
に
創
設
さ
れ
、
平
成
15
年
６
月
に
消

防
組
織
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
16
年
４
月
か
ら
緊
急
消

防
援
助
隊
が
法
制
化
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
全
国
を
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
本
県
が
属
す
る

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
、
合
同
訓
練
は
平
成
８
年
か
ら
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。



７
月
16
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
は
、
利
根
沼
田
地
域
の
方
々
も
大
き
な
揺
れ
を

感
じ
、
慌
て
て
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
地
震
規
模
を
確
認
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

わ
が
国
は
、
世
界
的
に
も
地
震
発
生
率
の
高
い
国
と
知
ら
れ
、
気
象
庁
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
機
関
で
「
地
震
を
予
知
し
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
な
い
か
」
と
い
う
研
究
が
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
10
月
１
日
か
ら
一
般
住
民
に
対
し
て
「
緊
急
地
震
速
報
」
を
提
供
す
る
こ

と
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
と
は
、
地
震
発
生
の
直
後
、
震
源
に
近
い
地
震
計
で
と
ら
え
た
観
測
デ
ー
タ
を

解
析
し
、
震
源
地
や
規
模
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）
を
直
ち
に
推
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
各
地
の

主
要
動
の
到
達
時
刻
や
震
度
を
、
可
能
な
限
り
早
く
知
ら
せ
る
情
報
を
い
い
ま
す
。

地
震
は
、
最
初
に
Ｐ
波
（
初
期
微
動
）
が
秒
速
７
㎞
で
伝
わ
り
、
次
に
Ｓ
波
（
主
要
動
）
が
秒

速
４
㎞
で
伝
わ
り
ま
す
。
震
災
の
多
く
が
、
主
に
Ｓ
波
に
よ
り
被
害
を
被
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
は
、
こ
の
Ｐ
波
と
Ｓ
波
の
速
度
差
を
利
用
し
、
実
際
に
強
い
地
震
が
到
達
す
る

数
秒
〜
数
十
秒
前
に
、
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
避
難
等
の
対
処
が
可
能
と
な
り
、
被
害

を
か
な
り
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
気
象
庁
資
料
抜
粋
）

（
具
体
的
な
情
報
の
入
手
方
法
）

最
終
的
に
は
、
全
て
の
放
送
波
で
速
報
（
全
国
放
送
）
さ
れ
ま
す
が
、
現
段
階
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
の
、
具
体
的
な
速
報
放
送
方
法
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
例
に
挙
げ
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

放
送
内
容
は
、
気
象
庁
が
発
表
す
る
最
大
震
度
５
弱
以
上
が
推
定
さ
れ
る
地
震
が
速
報
さ
れ
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
は
、
ス
ー
パ
ー
（
地
図
付
き
、
１
画
面
で
表
記
）
に
よ
り
、
緊
急
地
震
速
報
タ
イ
ト

ル
、
地
震
発
生
場
所
、
強
い
揺
れ
へ
の
警
戒
呼
び
か
け
、
強
い
揺
れ
の
対
象
地
域
な
ど
が
速
報
さ

れ
ま
す
。

ラ
ジ
オ
で
は
、
一
般
放
送
を
中
断
し
、
音
声
で
基
本
的
に
テ
レ
ビ
と
同
じ
内
容
を
速
報
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
共
に
緊
急
地
震
速
報
用
に
独
自
制
作
の
チ
ャ
イ
ム
音
を
使
用
い
た

し
ま
す
。
開
始
時
期
は
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
は
同
時
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

こ
の
緊
急
地
震
速
報
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
新
た
な
防
災
情
報
で
あ
り
、
強
い
揺
れ
が
来
る
ま

で
の
わ
ず
か
な
時
間
で
皆
さ
ん
は
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
直
下
型
地
震
で
は
、

速
報
が
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
限
界
も
あ
る
と
、
気
象
庁
で
は
説
明
し
て
い
ま
す
の
で
、
日
頃
の

防
災
意
識
こ
そ
が
、
自
ら
の
生
命
財
産
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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とねぬまた

■
開
催
日
及
び
定
員

第
３
回
　
10
月
21
日（
日
）東
消
防
署
　
15
人

第
４
回
　
11
月
18
日（
日
）西
消
防
署
　
15
人

第
５
回
　
１
月
20
日（
日
）中
央
消
防
署
30
人

■
講
習
会

９
時
〜
正
午
ま
で
（
３
時
間
）

■
申
　
込

各
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
。
但
し
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。※

受
講
申
込
み
等

に
つ
い
て
は
消
防

本
部
及
び
各
消
防

署
に
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、劇
場
・
飲
食
店
・
店

舗
・
ホ
テ
ル
・
病
院
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
が
出

入
り
す
る
建
物（
特
定
防
火
対
象
物
）の
う
ち
、

建
物
全
体
の
収
容
人
数
が
３
０
０
人
以
上
の
防
火

管
理
者
が
受
講
義
務
対
象
と
な
り
ま
す
。

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
　
時

平
成
19
年
11
月
15
日
（
木
）

９
時
〜
12
時

■
場
　
所

利
根
沼
田
文
化
会
館

■
申
　
込

10
月
22
日（
月
）〜
11
月
８
日
（
木
）

※
受
講
料
を
添
え
て
申
込
く
だ
さ
い
。

■
受
講
料

二
、
〇
〇
〇
円

■
定
　
員

一
〇
〇
人

※
受
講
該
当
者
等
の
詳
細
は
、
消
防
本
部
及
び
各

消
防
署
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
受
験
す
る
方
を
対
象

に
、
次
の
と
お
り
準
備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
　
象

乙
種
第
四
類

■
日
　
時

平
成
19
年
10
月
25
日
（
木
）

９
時
〜
16
時
30
分

■
会
　
場

利
根
沼
田
文
化
会
館

■
受
講
料

防
火
協
会
会
員
　
七
、
三
〇
〇
円

非
会
員
　
　
　
　
八
、
三
〇
〇
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
定
　
員

一
〇
〇
人

■
申
　
込

10
月
１
日（
月
）〜
10
月
11
日
（
木
）

■
申
込
先

各
消
防
署

■
試
験
日

平
成
19
年
11
月
18
日
（
日
）

■
種
　
類

甲
種
・
乙
種
・
丙
種

■
会
　
場

渋
川
工
業
高
校
・
前
橋
工
業
高
校
ほ
か

■
受
験
手
数
料
（
郵
便
振
替
）

甲
種
　
五
、〇
〇
〇
円
、
乙
種
　
三
、四
〇
〇
円

丙
種
　
二
、
七
〇
〇
円

■
申
　
込

10
月
１
日（
月
）〜
10
月
11
日
（
木
）

■
申
込
先

消
防
本
部
　

1
２
２
―
３
１
３
７

中
央
消
防
署

1
２
４
―
１
７
３
４

東
消
防
署
　

1
５
６
―
２
３
０
０

西
消
防
署
　

1
６
４
―
０
０
０
２

北
消
防
署
　

1
７
２
―
４
３
４
９

個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

（
第
１
回
及
び
第
２
回
は
終
了
し
ま
し
た
）

( )心肺蘇生練習用マネキンを利用して
の救命救急講習の様子

甲
種
防
火
管
理
者
再
講
習
会
の
開
催

準

備

講

習

会

の

開

催

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
開
催

地
震
は
大
き
く
分
け
て
「
海
溝
型
地
震
」
と
「
直
下

型
地
震
」
の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

地
球
は
、
マ
ン
ト
ル
と
い
う
部
分
の
上
に
、
我
々
が

住
む
プ
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
硬
い
部
分
が
乗
っ
て
い
る

状
態
を
い
い
ま
す
。

プ
レ
ー
ト
は
、
マ
ン
ト
ル
の
動
き
に
よ
り
、
年
間
数

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
〜
10
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
移
動

し
て
い
ま
す
。

プ
レ
ー
ト
同
士
の
境
界
で
は
、
お
互
い
が
動
く
の
で
、

押
し
た
り
引
っ
張
っ
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
地
震
の
原
因
に
な
る
の
で
す
。

地
球
上
の
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
、
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
と

交
差
す
る
地
点
で
、
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
先
端
部
が
跳
ね

上
が
っ
て
動
く
と
き
に
発
生
す
る
の
が
「
海
溝
型
地
震
」

で
す
。

ま
た
、
陸
地
内
で
の
活
断
層
が
ず
れ
て
動
く
こ
と
に

よ
っ
て
発
生
す
る
の
が
「
直
下
型
地
震
」
で
す
。

地
震
の
大
き
さ
を
表
す
の
が
「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」、

そ
の
結
果
発
生
す
る
揺
れ
を
表
す
の
が
「
震
度
」
と
い

い
ま
す
。

わ
が
国
で
発
生
し
た
「
新
潟
中
越
地
震
」
や
12
年
前

の
「
阪
神
淡
路
大
震
災
」
は
直
下
型
地
震
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
23
万
人
以
上
の
死
者
が
出
た
「
ス
マ
ト
ラ
沖

地
震
」
や
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
東
南
海
地
震
」

や
「
南
海
地
震
」
は
海
溝
型
地
震
で
あ
り
ま
す
。

地
震
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

特特集集

「
緊
急
地
震
速
報
」

10
月
１
日
か
ら
配
信
さ
れ
ま
す
!

（テレビで速報を見たら）

（すぐに避難行動へ！）

※自宅にいる時だけでな
く、会社やお出掛け先の
エレベーター、車の運転
中、路上を歩行中など
様々な時に地震は起こる
可能性がありますので、
日頃から家族で非常時の
行動について話し合って
おきましょう。
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とねぬまた
平成18年度　

平成18年度は、比較的自然災害の少ない年でしたが、各地域で獣害に悩まされました。農作物・果樹・畑作物･園芸
施設の各共済では、過去3年間の被害が少ない又は被害のなかった農家に対して、総額11,293千円を無事戻金として
払い戻しました。また、各共済において損害防止事業を実施し、被害の低下及び未然防止に努めました。

引受戸数　　　　3,486戸
（引受面積　96,642a）

損害防止費　1,995千円

農作物共済（水稲）

共 済 掛 金

支 払 共 済 金

無 事 戻 金

千円

千円

千円

11,654

2,536

8,596

引受戸数　　　　157戸
（引受頭数　8,391頭）

損害防止費　4,886千円

家 畜 共 済

共 済 掛 金

支 払 共 済 金

無 事 戻 金

千円

千円

千円

72,704

130,553

0

引受戸数　　　　98戸
（引受箱数　520箱）

損害防止費　262千円

畑作物共済（蚕繭）

共 済 掛 金

支 払 共 済 金

無 事 戻 金

千円

千円

千円

121

371

27

引受戸数　　　　137戸
（引受面積　5,058a）

損害防止費　1,299千円

果樹共済（りんご）

共 済 掛 金

支 払 共 済 金

無 事 戻 金

千円

千円

千円

8,304

604

1,478

引受戸数　　　　603戸
（引受面積　3,890a）

損害防止費　696千円

園 芸 施 設 共 済

共 済 掛 金

支 払 共 済 金

無 事 戻 金

千円

千円

千円

6,190

1,886

1,192

引受棟数　　　　18,530棟
（共済金額　19,178,395万円）

建 物 共 済

件 数
支 払 共 済 金

件 数
支 払 共 済 金

件 数
支 払 共 済 金

件 数
支 払 共 済 金

火 災

落 雷

自然災害

そ の 他

棟
万円
棟
万円
棟
万円
棟
万円

26
10,311

32
305
15
486
11
113

☆☆★☆★☆♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪☆★☆★☆★

東東京京デディィズズニニーーリリゾゾーートト（（日日帰帰りり））
旅行期日　平成20年１月26日(土)
旅行代金　大人（18歳以上） 9,000円

中人（中・高校生） 8,400円
小人（４歳～小学生） 7,400円

募集人員　200名（最小催行人員80名）
申込締切　平成19年12月７日（金）

慶慶 州州 ・・ 釜釜 山山（（３３泊泊４４日日））
旅行期日　平成19年12月５日(水)～８日(土)
旅行代金　お一人様　85,000円
募集人員　40名様（最小催行人員30名）
申込締切　平成19年10月19日(金)
☆お申し込み・お問い合せは…
NOSAI利根沼田「総務係」
電話 0278－23－5110

沼田市

沼田市
(白沢町)

沼田市
(利根町)

片品村

昭和村

みなかみ町
(月夜野)

みなかみ町
(水　上)

みなかみ町
(新　治)

市町村 巡 回 診 療 地 時間 ９月 10月 11月
上発知富士見開拓センター
佐山開拓集荷所前
堂改戸･沢田商店前
生枝集会所前
追貝原･谷尾宅前
平原生活改善センター前
小松集会所前
根利集会所前
砂川集会所前
穴原生活改善センター前
戸倉･ロッジ松浦前
下平道路上
花咲･鍛冶屋･山太屋商店前
赤城原･須藤牧場前･憩いの家前
大河原集荷所付近
小和知公民館前
大峰集荷倉庫前
湯ノ小屋
大芦公民館前
北部生活改善センター前
原集古館前
粟沢公民館前
上羽場分館前
工貫･高橋達夫宅前
茅原高齢者会館前
笠原生活改善センター前
東峰分館前
恋越分館前
入須川分館前

14:25 
14:55
13:00
13:30
14:30
15:30
9:00
9:50
13:00
14:00
12:30 
13:15
14:05
12:50
13:35
14:10
14:25
10:00
10:35
11:35
13:10
13:20
13:00
13:50
9:10
9:50
10:30
11:00
11:30

27日(木)

6日(木)

6日(木)

11日(火)

4日(火)

27日(木)

18日(火)
20日(木)

13日(木)

18日(火)
20日(木)

25日(火)

25日(木)

4日(木)

4日(木)

9日(火)

2日(火)
30日(火)
25日(木)

16日(火)
18日(木)

11日(木)

16日(火)
18日(木)

23日(火)

22日(木)

1日(木)
29日(木)
1日(木)
29日(木)

6日(火)

27日(火)

22日(木)

13日(火)
15日(木)

8日(木)

13日(火)
15日(木)

20日(火)

地域の医
療

※ミールクーポンお一人様1,000円付き
※申込時にディズニーランド・ディズニーシーどちらかを選択



とねぬまた
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入場無料

※投影後、星座早見盤をさしあげます。
※都合により投影が中止になる場合があります。
観覧ご希望の方はお問い合わせの上来館してください。

一般撮影　　　毎週土曜日
午後２時より40分間

学習団体投影　休館日以外随時

９月
10月
11月

やぎ座とうお座の物語
おひつじ座のはなし
ペルセウス座物語

投影時間

利根沼田文化会館
〒378－0051 沼田市上原町１８０１－２
TEL ２４－２９３５　FAX ２２－７２２６
毎週月曜日休館
http://www.oze.or.jp/～kaikan/

利根沼田文化会館主催事業案内�

きみは災害列島のヒーローだ！
いつどこで災害が起こってもおかしくない日本列島で、も

しキミの家族に危機が襲って来たら、誰が救うのか！誰と助
け合って災害とたたかうのか！
愛するふるさとを守るため、奮闘する消防団員の姿を通じ

て、家族のあり方、地域の人々のつながり、コミュニティー
の力を描いたミュージカル。どうぞ皆さんおたのしみにZ

入場料金　3,000円 全席自由席（観覧対象は中学生以上です）

公 演 日　12月21日（金）午後６時30分開演

場　　所　利根沼田文化会館　大ホール

劇団ふるさときゃらばん公演

「地震カミナリ火事オヤジ」
９月15日（土）チケット発売開始

【撮影　英　伸三】

【群馬県民の日記念事業のお知らせ】【群馬県民の日記念事業のお知らせ】
10月28日（日）は、群馬県民の日です。
利根沼田文化会館では、県民の日を記念して以下の事業を実施いたします。
是非、ご家族そろってお出かけください。県民の日は利根沼田文化会館で楽しんじゃおうZ

日　　時 10月28日(日）
上映開始 午後１時30分
入場無料（定員1200人）
９月15日（土）より

入場整理券を配布します。

かつて、自由のために《魂》を売った海賊がいた。

彼の名は『キャプテン・ジャック・スパロウ』。

深海
ディヴィ

・
・

の悪霊
ジョーンズ

との《血の契約》が果たされる時

カリブの海が、海賊たちに牙をむく！！

「パイレーツ・オブ・カリビアン」シリーズ第２弾　
ぜひお出かけください。

①県民の日無料映画会

日　　時 10月28日(日）
投影時間 午前10時30分
入場無料（定員48人）
当日、文化会館事務所窓口にて

入場整理券を配布します。

秋の星座のご案内と、やぎ座とうお座にまつわる物語を
ご紹介します。
投影の後には、星座グッズのあたる抽選会があります。
お楽しみにZ

②プラネタリウム無料投影

★
★ ★

★
★★

パイレーツ･
･チェスト

☆投影予定
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